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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
平成23年
第２四半期
連結累計期間

平成24年
第２四半期
連結累計期間

平成23年度

会計期間
自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (百万円) 266,414 263,607 538,492

経常利益 (百万円) 119,538 105,141 228,578

四半期(当期)純利益 (百万円) 74,222 66,963 138,819

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 54,026 55,495 132,590

純資産額 (百万円) 928,951 1,021,197 985,322

総資産額 (百万円) 1,059,578 1,156,762 1,130,625

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 379.18 342.13 709.20

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 87.3 87.9 86.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 64,559 76,552 144,223

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △18,134 △19,203 △42,097

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △19,631 △19,683 △42,052

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 595,591 668,803 637,069

　

回次
平成23年
第２四半期
連結会計期間

平成24年
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日
至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 202.03 162.24

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

該当事項はありません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、新たに締結した経営上の重要な契約等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 経営成績

当期における経済情勢は、円高や欧州債務問題の長期化に加え世界経済が減速感を示す中、先行き不透

明な状況で推移しました。

  このような中、当社では引き続き商品の知能化、超精密化、および製造のロボット化を推し進め、競争力

のさらなる強化に努めております。

　当第２四半期連結累計期間における連結売上高は2,636億7百万円（前年同期比1.1％減）、連結経常利

益は1,051億41百万円（前年同期比12.0％減）、連結四半期純利益は669億63百万円（前年同期比9.8％

減）となりました。

　なお、当社グループは、ＣＮＣシステムとその応用商品を提供する企業グループとして、単一セグメント

の事業を営んでおりますが、部門別の売上高につきましては、ＦＡ部門が1,075億11百万円（前年同期比

24.4％減）、ロボット部門が589億10百万円（前年同期比11.2％増）、ロボマシン部門が971億86百万円

（前年同期比36.5％増）でした。

　
(2) 財政状態

資産合計は、前年度末比261億37百万円増の1兆1,567億62百万円となりました。主な増加は現金及び預

金が317億27百万円、主な減少は受取手形及び売掛金が64億17百万円となっております。 

　また、負債合計は、前年度末比97億38百万円減の1,355億65百万円となりました。 

　純資産合計は、主に利益剰余金の増加により、前年度末比358億75百万円増の1兆211億97百万円となりま

した。 

 

(3) キャッシュ・フロ－の状況

当第２四半期連結累計期間における連結キャッシュ・フロ－は、以下に述べるキャッシュ・フロ－の

増減に為替換算差額59億32百万円を減算し、前年同四半期比170億68百万円増の317億34百万円となりま

した。この結果、現金及び現金同等物の当第２四半期累計期間末残高は6,688億3百万円となりました。

　
　(営業活動によるキャッシュ・フロ－)

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果得られた資金は、前年同四半期比119億93百万円増

の765億52百万円となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益の増加が、売上債権、棚卸資産及び

法人税等の支払額の増加を上回ったことによるものです。

　
　(投資活動によるキャッシュ・フロ－)

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果使用した資金は、前年同四半期比10億69百万円増

の192億3百万円であり、これは主に有形固定資産の取得による支出が増加したことによるものです。

　　　

  (財務活動によるキャッシュ・フロ－)　

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果使用した資金は、前年同四半期比52百万円増の196

億83百万円であり、これは主に配当金の支払が増加したことによるものです。
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(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は106億1百万円です。

　なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 400,000,000

計 400,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 239,508,317239,508,317
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株

計 239,508,317239,508,317― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年７月１日～
平成24年９月30日

－ 239,508,317 － 69,014 － 96,057
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
総数に対す
る所有株式
数の割合
（％）

ファナック株式会社 山梨県南都留郡忍野村忍草字古馬場3580番地 43,786 18.28

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 14,343 5.99

日本トラスティ・サービス信託銀行株式
会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番11号 14,314 5.98

ステート　ストリート　バンク　アンド　ト
ラスト　カンパニー（常任代理人 香港上
海銀行東京支店　カストディ事業部）

米国・ボストン
（東京都中央区日本橋３丁目11番１号）

13,844 5.78

ステート　ストリート　バンク　アンド　ト
ラスト　カンパニー（常任代理人 株式会
社みずほコーポレート銀行決済営業部）

米国・ボストン
（東京都中央区月島４丁目16番13号）

5,858 2.45

エスエスビーティー　オーディー０５　オ
ムニバス　アカウント　トリーティー　クラ
イアンツ（常任代理人 香港上海銀行東京
支店　カストディ事業部）

オーストラリア・シドニー
（東京都中央区日本橋３丁目11番１号）

4,283 1.79

ＪＰモルガン証券株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目７番３号 3,313 1.38

メロン　バンク　エヌエー　アズ　エージェ
ント　フォー　イッツ　クライアント　メロ
ン オムニバス　ユーエス　ペンション（常
任代理人 株式会社みずほコーポレート銀
行決済営業部）

米国・ボストン
（東京都中央区月島４丁目16番13号）　　　　

3,235 1.35

ザ　チェース　マンハッタン　バンク　エヌ
エイ　ロンドン　エス　エル　オムニバス　ア
カウント（常任代理人 株式会社みずほ
コーポレート銀行決済営業部）

英国・ロンドン
（東京都中央区月島４丁目16番13号）

3,144 1.31

ステート　ストリート　バンク　アンド　ト
ラスト　カンパニー　５０５２２５（常任
代理人 株式会社みずほコーポレート銀行
決済営業部）

米国・ボストン
（東京都中央区月島４丁目16番13号）

3,135 1.31

計 ─ 109,25545.62

(注)  三井住友トラスト・ホールディングス株式会社から平成24年４月18日付で大量保有報告書（変更報告書）の提

出があり、平成24年４月13日現在で以下の株式を共同保有している旨の報告を受けておりますが、当社としては

実質所有株式数の確認ができません。その大量保有報告書（変更報告書）の内容は次のとおりです。

 

大量保有者（共同保有者）　　　　三井住友信託銀行株式会社及び共同保有者２社

保有株式数　　　　　　　　　　　12,198,405株

発行済株式総数に対する保有割合　5.09％
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(7) 【議決権の状況】

　

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式
       43,802,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

194,714,000
1,947,140 ―

単元未満株式
普通株式

992,317
― ―

発行済株式総数 239,508,317― ―

総株主の議決権 ― 1,947,140 ―

　

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
ファナック株式会社

山梨県南都留郡忍野村忍草
字古馬場3580番地

43,785,800― 43,785,80018.28

（相互保有株式）
ファナックマグトロニクス
株式会社

神奈川県座間市東原４丁目
２番２号

16,200― 16,200 0.01

計 ― 43,802,000― 43,802,00018.29

(注)  株主名簿上当社名義となっている株式のうち、当社が実質的に所有していない株式はありません。

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。

役職の異動

　 　 　

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

常務取締役 サーボ研究所長 専務取締役 サーボ研究所長 松原 俊介 平成24年７月18日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年７月１日

から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 637,076 668,803

受取手形及び売掛金 98,717 92,300

商品及び製品 41,874 39,118

仕掛品 34,058 30,964

原材料及び貯蔵品 10,667 9,942

繰延税金資産 19,822 19,410

その他 8,191 6,018

貸倒引当金 △1,736 △1,647

流動資産合計 848,669 864,908

固定資産

有形固定資産

土地 114,779 115,151

その他（純額） 120,984 132,142

有形固定資産合計 235,763 247,293

無形固定資産

のれん 12,326 9,859

その他 432 453

無形固定資産合計 12,758 10,312

投資その他の資産

投資有価証券 26,635 25,513

その他 7,446 9,382

貸倒引当金 △646 △646

投資その他の資産合計 33,435 34,249

固定資産合計 281,956 291,854

資産合計 1,130,625 1,156,762
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 30,196 26,653

未払法人税等 50,155 38,271

アフターサービス引当金 4,590 4,469

その他 30,329 35,714

流動負債合計 115,270 105,107

固定負債

退職給付引当金 26,499 26,937

その他 3,534 3,521

固定負債合計 30,033 30,458

負債合計 145,303 135,565

純資産の部

株主資本

資本金 69,014 69,014

資本剰余金 96,265 96,267

利益剰余金 1,180,556 1,228,140

自己株式 △311,394 △311,479

株主資本合計 1,034,441 1,081,942

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,959 661

為替換算調整勘定 △55,077 △65,399

その他の包括利益累計額合計 △53,118 △64,738

少数株主持分 3,999 3,993

純資産合計 985,322 1,021,197

負債純資産合計 1,130,625 1,156,762
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 266,414 263,607

売上原価 123,340 133,614

売上総利益 143,074 129,993

販売費及び一般管理費 ※１
 26,506

※１
 28,126

営業利益 116,568 101,867

営業外収益

受取利息 991 951

受取配当金 395 442

持分法による投資利益 1,954 1,600

雑収入 983 809

営業外収益合計 4,323 3,802

営業外費用

為替差損 1,059 271

雑支出 294 257

営業外費用合計 1,353 528

経常利益 119,538 105,141

税金等調整前四半期純利益 119,538 105,141

法人税、住民税及び事業税 47,838 39,565

法人税等調整額 △2,861 △1,650

法人税等合計 44,977 37,915

少数株主損益調整前四半期純利益 74,561 67,226

少数株主利益 339 263

四半期純利益 74,222 66,963
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 74,561 67,226

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,126 △1,298

為替換算調整勘定 △19,567 △10,703

持分法適用会社に対する持分相当額 158 270

その他の包括利益合計 △20,535 △11,731

四半期包括利益 54,026 55,495

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 54,091 55,344

少数株主に係る四半期包括利益 △65 151
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 119,538 105,141

減価償却費 6,268 8,356

貸倒引当金の増減額（△は減少） 123 △18

退職給付引当金の増減額（△は減少） 880 618

受取利息及び受取配当金 △1,386 △1,393

持分法による投資損益（△は益） △1,954 △1,600

売上債権の増減額（△は増加） △6,746 3,140

たな卸資産の増減額（△は増加） △18,373 3,416

仕入債務の増減額（△は減少） 5,892 △2,393

その他 2,904 8,968

小計 107,146 124,235

利息及び配当金の受取額 2,888 3,138

法人税等の支払額 △46,034 △51,190

その他 559 369

営業活動によるキャッシュ・フロー 64,559 76,552

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △18,143 △18,962

その他 9 △241

投資活動によるキャッシュ・フロー △18,134 △19,203

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △163 △83

配当金の支払額 △19,285 △19,362

その他 △183 △238

財務活動によるキャッシュ・フロー △19,631 △19,683

現金及び現金同等物に係る換算差額 △12,128 △5,932

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 14,666 31,734

現金及び現金同等物の期首残高 583,486 637,069

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △2,561 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 595,591

※１
 668,803

EDINET提出書類

ファナック株式会社(E01946)

四半期報告書

13/18



【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

　１　保証債務は、従業員住宅ローンに対する債務保　証で

167百万円であります。

　１　保証債務は、従業員住宅ローンに対する債務保　証で

151百万円であります。

　

(四半期連結損益計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
  至　平成24年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目および金額は

次のとおりであります。

従業員給料及び手当 　　      7,382百万円

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目および金額は

次のとおりであります。

従業員給料及び手当 　　        7,239百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
  至　平成24年９月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 595,613百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △22百万円

現金及び現金同等物 595,591百万円

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 668,803百万円

預入期間が３か月超の定期預金 -百万円

現金及び現金同等物 668,803百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 19,299 98.59平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年10月25日
取締役会

普通株式 22,267 113.76平成23年９月30日 平成23年12月１日 利益剰余金

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 19,379 99.01平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年10月25日
取締役会

普通株式 20,089 102.64平成24年９月30日 平成24年12月３日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ   前第２四半期連結累計期間(自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日) 及び

　　 当第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

　当社グループは、ファクトリーオートメーション（ＦＡ）の総合的なサプライヤーとして、自動化による

生産システムに使用されるＣＮＣシステムとＣＮＣシステムの技術をベースとしたその応用商品の開発、

製造、販売を主な事業とする単一業種の事業活動を営んでおります。

　当社グループでは、すべての商品に、ＣＮＣ、サーボモータが使用されていることから、投資の意思決定は、

特定の商品の状況だけではなく、すべての商品の受注・売上、製造の状況により判断しております。

　このように、当社グループにおいては投資の意思決定を全体で実施し、事業セグメントは単一であるため

セグメント情報の記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

    １株当たり四半期純利益金額 379円18銭 342円13銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(百万円) 74,222 66,963

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 74,222 66,963

    普通株式の期中平均株式数(千株) 195,744 195,725

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２ 【その他】

平成24年上期（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）の配当については、平成24年10月25日開

催の取締役会において、平成24年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり

上期配当を行うことを決議いたしました。

　　①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　20,089百万円

　　②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　102円64銭

　　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　平成24年12月３日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

ファナック株式会社(E01946)

四半期報告書

17/18



独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月13日

ファナック株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    百    井    俊    次    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    腰    原    茂    弘    印

   

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    安    藤  　　 勇       印

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている
ファナック株式会社の平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結
会計期間（平成２４年７月１日から平成２４年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２４年
４月１日から平成２４年９月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四
半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四
半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ファナック株式会社及び連結子会社の平成２
４年９月３０日現在の財政状態及び同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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